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V327b Ｘ線天文衛星「ひとみ (ASTRO-H)」搭載軟Ｘ線撮像検出器 SXIの軌道
上較正：クロストーク起源の擬似イベント発生とその対策
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Ｘ線天文衛星「ひとみ」に搭載された軟Ｘ線撮像検出器 (Soft X-ray Imager; SXI)はＸ線CCD カメラであり、
すばる望遠鏡の超広視野主焦点カメラ (Hyper Supreme Cam; HSC)で使用している CCD と同じタイプの CCD
を採用している。1素子は 4つの読み出しノードを持ち、HSC では 4チャンネル同時に、SXI は 2チャンネル同
時に読み出している。先行して稼働していた HSCのCCD では、この多チャンネル読み出し間でのクロストーク
により、非常に明るい光源が存在する場合、別のチャンネルの同じ位置に周囲より波高値の低いゴーストが発生
することがわかっている。軌道上にある SXI の場合は、宇宙線による巨大信号がクロストークを介してゴースト
を発生させることがわかった。初期観測においては、このゴーストが SXI の搭載ソフトウェアのダーク計算に影
響を及ぼし、結果、大量の擬似イベントを発生させ記録媒体の容量を圧迫する事態がおこった。一方で、地上ソ
フトウェアによるシミュレーションにより、このダーク計算におけるゴーストの影響は、適切なパラメタ設定を
おこなうことで、除去可能であることがわかった。本講演では、上記のクロストーク起源の擬似イベント発生と
その対策の詳細について報告する。


